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沈 沒 戰 艦 の 引揚 作 業 に 就 て

正 員　幅　 井 1順　 李

　沈沒戰艦の 引揚作業に就て として あるが．之は 日本戰艦 1 隻露國戰艦 1隻伊太利戰艦 1 隻に就 て 申

上 ぐる の で あ ります。 以上 3 つ の 戰艦は艦型 も能 く似て居 り共勢力 も殆ん ど伯仲の聞に あ り．而 も其

沈沒原因が何れ も火檠庫爆發で あ り．沈沒歌態も亦不思議に も能 く似て居 ります 。 即 ち 40 呎乃至 50

呎 の 海中泥 に狸れ て顛覆 して 居た の で あ ります（第二 鬪）。 而 して 其引揚計畫 も不思議 に 贈守節 を合せ

たる如 く能 く似て居 ります。 其内露艦 の 引揚計畫は故あつ て其立案の 根源は 日本か ら出たの で あ りま

す。 故に露國戰艦及び 日本戰艦の 引揚計畫は合し て 之 を日本式と稱 する ことが出來ます。 伊太利戰艦

の 引揚計選は同國海軍造船中將某氏と稱せ られて 居 りますが ．其前孚は凡 て の 點 に於て 露國の 計書其

儘と云 ふ て もよろ しV丶特に其引揚豫算及び引揚後復舊修理費豫算の 如 き．立案者が露國の 爲に計算提

出した る もの と
一一

：P一句も違はす、全 く同一で あると云ふ こ とは符合の 尤も著しきもの で あ ります。

　然 しなが ら此 3者の 中完全に共引揚を實行絡了したの は伊太利の みで他の 2者は皆計鑑 D み又 は 孚

ば實施したる の み で 事幣の 爲め完了しなかつたの で あ り蓬す。 今此 3 者の 計鬣 と實施の 跡 とを蕁 ねて

比較研 究する こ とは ． 斯道 の 上 に 多少の 參考 と も爲ら うか と考へ ますか ら此主意で 中上げる積で あ り

ます 。

　先づ 露國戰艦に就て 次に 日本戰艦次 に伊太利戰鑑と云 ふ順序に申上げ、最後に 3 者の比較及び批評

をして 見た V・ と存 じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（一 ） 露　國 戰　艦

　　全長 551 呎 3 吋　　最大幅 89 呎 6 吋　　深（上 甲板よ り 「キ ール 」迄）約 47 呎餘

　　喫次 （甼均）27 呎 3 吋 　 排水量 22
，
500噸 　　速 力 21 海里 　　主砲 12 吋 3 聯装 4 砲塔

　　大要は第一圜に示 す通 り。

　本艦 は 1916 年（大1E　5 年）9 月 lb 日　露國の某軍港で 火藥庫爆發の 爲め沈沒した 。 共歌況を申し

ますと前部 6 吋彈藥庫が爆發し、次に共隣りの 前部 12 吋彈庫に飛火して 盛に爆聲起 り、前部司令塔及

び「マ ス F」附近 より火を吹き出し、前部 12 吋 3 聯裝砲塔よ b も盛に火煖 を吹き出し、砲 塔は 2
、
3 囘

上 下 に躍 り、 尋で 司令塔先 づfトれ飢部 6 吋fケ ース メート」よ り側面に火を吹 き出し、同下部 甲鐵の 合

せ 目が 口 を開きて 火媚を出し海水之よ り流入 し、「ス テ ム 」沈下 し「ガ ン ボ ー ト」よ り盛に水 を呑 み首部

釜 よ沈下 した 。 其内港務部よ り曳船來 りて 艦 を曳きて 直ぐ附近の 船渠に 曳き入れん とて航行中孚途に

して 俄然顛覆して 室氣 を吹 き出しつ S 泥中に沈沒し終つ たと云ふ こ とで ．共れ よ り艦體は順次泥中に

沈み 10 月初めに至て初 めて船位が「セ ツ ト」した と申します。 沈沒歌態は第二 置の 通 り「ス テ ム 」は 27
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駅餘泥中に沈入 し「ス ターン 」は上 甲阪面と泥 と相接する。 海深 50 呎 、潮の 干滿絶對になく．泥 は深

泥 に して 20 吹 位掘る と きは多少硬 くな る 、破損 ケ處は外部よ り艦底を探 る も破 口 が分 らす、爆發箇

處附近 に於 て 外板 2、3 「フ レ ーム 潤 極 め て 僅か 凹凸を生 じた る の み で 、 甲鐵は多少 口 を開きた る も大

なる破 口 で な く．要 する に破 口 は主 と して 上 甲板 方面へ 顯はれて 、側面及び艦底へ は爆破の 勢力を及

ぼ さ y“ b しと察せ らる る ． 之は曝發當時の 火の 吹き出る様子に よりて も推斷する事を得ます。 此の 如

く破 卩が上 甲板方面に の みある と云ふ事は引腸計畫の 方法 に大關係ある事で あつ て 、後に読明すると

分 ります。

　 立案者が引腸計叢の 爲め潜水工 を率ひ て 現場に到着致 した の は 1916 年 10 月 28 日で 、約 1邏聞

調査 し」羅 1に計霆を絡 り、之 を英語及露國語に綴 りま した故に此引揚計書 の露國要路に發表せ られた

の は 1916 年 11 月初旬で あ ります 。 伊太利戰艦｛）同 じ肌態にある引揚計ttVは 1916 年 Z）絡 りに着手

し て 1917 年春 に工 事の 準備 を始めた とあ りますが ．記 事 を談ん で 參 ります と、如 何 して も初 め の 中

即 ち 1917 年春 よ り夏に掛 ナて の 闇は確た る計畫が立て られた とは思はれなk、・・ 、只壓搾室氣を用ゐ て

彈丸を出す と云 ふ 事だけを試 み、共内に計畫を確定 した樣に思はれ ますか ら、 此世界に珍らしき引揚

方法は一
其計盡の 第

一着 は、日本入が露國の 爲めに試 みた る もの を初 め とすと云 ふ事が 出來ると信

じます。

　 餘事は扨置 き共引揚計豊の 大要 を申しますと之 を 2 段に 分ちます。

　 第 1 段 艦内に壓搾室氣を注入 して 排水 を爲 し顛覆の 儘淨揚せ しむる Q

　第 2段 　上 甲板面 を水防する爲め之を逆 D 儘入渠せ しめ ． 水 防出來の上 は之 を海中に曳出し特設盤
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

　木の 方法に ょ り横顛 D 趺態と爲 し．次に 「ラ イ ター」の 方法に よ り正 位に轉ぜ しめ、最後に壓搾空

　氣 を注入 して 淨揚 せしめ る。 （第四圖）

　其工 事施行の 要領は次の 通 りで す。

　（1）各主要匿 劃毎 に 「ヱ ーア タ イ ト ロ ツ カー」付き圓筒を艦底に取付 け之 より艦内に出入し得 る如

くする 。 此 主要區劃は全部 にて 17 個 で す、而 して 此 出入筒は密閉して 艦底よ り共画劃内に壓搾空氣

を注入し之 を排水 し得る様にする 、排水出ロ は舷側を掘 り上 甲板の各開 口 よ り水の逃れ出で得 ろ様に

す る 、 此の如 くして 1區劃宛排水 を爲 し、「m 一ア タ イ トロ ツ ヵ 一」 を利用 して 作業員を艦内に入れ ．

共區劃を整理 し或 は泥 を出 し、移動重量物等 を取 り出す 。 然 し此の 方法に よる艦内整理 の 眞の 目的は

重量物 を取 り出さん爲 め で は なく、實は各室 をして 「ボ ケ ツ 瓦 ウオ ーターコなか らしむ る爲 めで ある 。

即 ち室の 隅 々 を誕査 し壓搾室氣に て 排水 し行きて も殘留水の なき樣に
、 鋲を切るか叉は穴 を明ける等

の 手段 を講 じ殘留水 の 少 し もなき樣に努力する の で ある。 重量物を取 り出す事も必要 で は あるが 、船

體 を出來 る丈高 く淨ば しむるに は重量物 の 殘 る事 よりも 「ボ ケ ツ F 、ウ オ ター」の 殘る事が一務恐 ろ

しい か らで あ ります。

　（2）水 の 逃げ道は出來る丈大にする こ とを要 する．然らざれば艦内の氣壓は非常に高ま り各區 の 構
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燮」

　．造に損害を 及ぼ す恐 〜Lが ある 。

　　（3）外舷側の泥は出來る丈 「サ ク シ ヨ ン ． ドレ ツヂヤ ー」にて掘 り．上甲坂の 「ハ ツ チ」等の 開 1↓

　に 通路 を作 り水 の 逃路 を與ふ る樣に する 。

　　（4）外舷を掘る と同時に舷側邪魔物を取除 く。

　　（5）各區 を整理 し行 く中隣蜜に通する孔等あらば之を水防して 各區を獨立せ しむ る。「ボーイ ス ．パ

　イ プ」等 は防禦甲板以上 の 隔壁 を通 し居 るを以て初めの 中は隣室に室氣の 洩る S こ とはない
。

　　（G）各區整理 は 1颪宛叉は兩端 より2 區宛實施し行き 、 全部整理悠 らば不時 に浮禺せ ざる様注水し

　置 き以て一齊排水の時機を待つ こ ととす る。

　　（7） 12吋主砲塔は艦體 が逆 さの 儘淨揚する時は 自然と泥 中に睨落する 。

　　（8）舷測には 「ラ イ ター」8 隻を取 付け浮力を助 くる と同時に艦 の 「ス タビ リチ＿」 を塘加せ しむ

　る 。 艦 が逆 さに な りて 浮 き初 め而 も艦底は水面 に出で す艦内には 「フ リーウ オ ータ＿」澤山ある と云

ふ歌態は 、 宛 も潜水艦が未だ水面上に顯はれす而 も艦内に「フ リーウ オ ター」を澤山持 ちつ N あ りと云

ふ状 態と同一なる を以 て 、艦の 「ス タ ビ リチー」は頗る危 く或は浮揚中途に して傾 き出 し上 甲板の 開

　口 よ り水 を呑 み再び元 の状態に沈 まぬ と も限 られす、其れ程で な くと睦作業人員に害 を及ぼ す如 き事

態 を惹起する恐れが ある。 故に此の 安定 を保 つ ため 「ライター」を附したの で ある（第三岡參照）。 而

　して 初めか ら 8隻共水 中深 く取 付け置 くとき は 浮力 を増 すに は利月1せ らるれ ど も 「ス タ ビ リチ ＿」を

・増すこ とには大なる利釜が ない 、故に此 8隻 を 2組 に分 ち 4隻は初 めより背 を水 面上 に顯は す様取付

廿 ，他の 1組は適當の 深 さに沈 めて艦體に 取付け置 く、然るときは艦體が逆さの 儘浮腸ずる も水 面上

に 出て 居 る 4 隻の 「ラ イ タ ー」に よ り充分安定 を得 つ S ある。 而 して 此 1組 の 「ラ イター」の 效力な

くなる頃 ・次 の 1 組 ID 「ラ イ ター」 は背を水 面上 に顯はす如 く取 付けあるを以て ．安定受持 を此組に

讓 り初めの 1 組は更に深 く沈めて取 り付け直し、順次交li’に安定を受持ちつ N 安全の 處迄艦を俘揚せ

しむる 。

　 （9）艦體逆 さの 儘 俘上 りた らば之を適當の 硬 さを有 す る侮底の 處迄曳行き、盤木を施 し上甲板及び

側面の 邪魔物 を取除 き 、 司令塔は纏 ぎ手 が上 甲板近 くに あるを以て 其處よ り容 易に取除 くこ とを得 べ

く． 又 「プ リツ ヂ」其外上 甲販上の 「シ a − ？C− ．ス トラ ク チ Z 一ア」 も 「シ ン プル 」なるを以て 取

除き作業が 容易で ある 。

　（10）此間 に 「ヱ ーア タ イ b ．ロ ツ カ ー」筒を利用 して艦内 を整頓 し艦體 を成 可 く高 く浮上 らしむる と

きは、艦は充分入渠 し得 る喫水 と爲るに ょり逆さの儘 入渠を行ふ 。

　（11）入渠の 上は上 甲板の破 口 を完全 に修理 し、 叉 後の 引起 し及浮揚作業に要 する各區の 固 め方 注水

TSknk の 設備重 量の 配置 等を施行する ．上甲板 は塞 ぎて水防とする。

　（12）渠中工 事絡 らば逆さの 儘曳出 し特設盤木の 上 に於 て 引起 し作業を行ふ 。

　（13）特設盤木は第四圜に示 す通 りに して片舷を固形盤 木 とし片舷を砂盤木 IZ ）麿に て 積み上 げ 、 艦 を

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　 Soclety 　 of 　 Naval 　 Archltects 　 of 　 Japan

L竺 講 演

曳訊 し遍當に注水 して 此兩盤木上に輕 く重量を預け、砂盤木 を 「ダイ ナ マ イ ト」に て 砿 り片舷の み を

低下せ しめ艦を ε8 度位迄傾けしむる 。 勿論艦は傾 きて も 「ス リ ツ プ 」す る こ となか らしむる檬設備

を爲す 。

　（14）艦は 38 度屹に傾き高き方は固形盤木に支 へ られ低 き方は殆んど海底に接 して 居る Q 此の 状態

にて 注水及排爪の 按配 を爲 し．且 つ 片舷高き方 に 「ラ イ ター」を付する ときは容易 く横顛の欺態 と爲

す こ とを得 る 。

　（15）艦 を横顛の 歌態 と爲 さば叉注水排水の 按配 を逋當に施行 し且つ 「ラ イ ター」を付け直して （第

四 圖）艦を正 位に復せ しむる 。 此時艦は未だ孚注水の 歌態に ありて極めて 輕 く海底に鎭座 して 居る ，

　（16）此れ よ り壓搾筌氣及び兩舷に付したる 「ラ イ ター」の 加減 によ りて艦を正位の儘浮上 げ しむる

こ とが容 易で ある。

　（17）所要壓搾 「ポ ン プ」全部 1 分間 27
，
GOO立方呎の 自由室氣を 1201bs／L11

’t
に壓搾 し得 るもの 即 ち

掛水力量 として 1時闖 23，COO噸で ある 。

　（18）本艦浮揚後凡て を取去つ た時の 重量 16
，
550噸引起 しに要する水 量及「バ ラ ス ト」合計 8

，
800噸 。

　露艦の 引揚計畫は以上の通 りで あ りましたが 、露國では俘上 を行ふ には里 量物特に彈丸を取出すこ

とが重要 だ と誤想 し、「ウ オ タ ー．ボ ケ ツ ト」の ある こ とが恐 ろ しい と云ふ こ とが どうして も了解出來

な ）・様子で あ りましたが、果然計霞者
一行の 去つ て 露 人 の みで 引揚實行を爲すに當 り、彈丸其他重量

物 を取 吟去る こ とに の み波頭 して ．「ウ オ タ r−
　s

ボ ケ ツ ト」を少 くする こ と 、 隣室に室氣 の 淀れ ざる樣

水防す る こ と 、 大砲の 脆落する こ と等に注意 を拂 はざ り しため、或區劃に室氣を迭 り居 る中共室氣は

厂ス テ ム 」 よ り順次高き 「ス fi　・一ン 」方面に上 昇 し行きて 、

− ew排水の 時機 を待たす夜 中不意に浮上

る の 珍事を惹起した さうで あ りますD

　其後露艦は革命の 爲め逆さに淨びたる 岱打捨て られ．現今如何にな り行 き しや を知 り衆ねます 。 之

は 1917 年 11 月隆 りの 事で あ ります。

　　　　　　　　　　　　　　　 （二 ） 日　本 戰 艦
・

　　全長 526 呎　　 最大幅 84 呎 3 吋　　 深（上甲板 より「キ 冖 ル 」迄）44 呎

　　喫水 （干」義，）　29　呎　1071t6 　Plb　　　　韭非水 量二 21
，833噸　　　　　速ブ」　21　節　　　　　主τ砲　12　”ナ

　　大要は第五鬪に示 す通 り。

　本艦 は大正 6 年 8 月（19／7年）業軍港 を去る 60 哩の 港内に於 て 中央部 火藥庫爆發に よ り沈沒 しま し

た、沈沒の模樣は初 め中失部に て爆聲起 り煙突よ り火燔を吹き出し 「マ ス トJ仆れ、次で 司令塔 よ り

火 を吹き右舷側 「ボイ ラ ー・ル ーム 」に沿ふ て 100呎 以上 の 破口 を生 じ海水艦内に流入し忽然と して 顛

覆沈沒しました 、 此破損の 状態は第六鬮に示 す逋 りで外舷の 大部分を吹き破 りました、此の 如 く本艦

は舷側を爆破せ られ露艦は上 甲板 を爆破せ られたと云 ふ差異が ありますが此差異の 爲め引揚計畫 に も

還 大なる差異が出來ました、即 ち露艦 は逆 さの 儘入渠 し本艦は入渠 を行は ざる計霆と しま した ．之 は
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露艦の 項に て も述 べ ま したが共読明は 3艦の 比較 1）時に讓 ります 。

　沈沒歌態は第六圖を見 られた い ．泥 は甚だ深 く水 深約 45 呎 、潮 D 下滿 D 差約 6 呎 で あ ります 。

　引揚計畫の大要

　第 1 段　艦内に壓搾室氣 を注入 して 排水 を爲 し顛覆の 儖淨揚せ しむる。

　第 2：段 淨揚後入渠を行はす．水中工事に て 上甲板及外側を水密 にし次 に片舷各區劃に注水 し、充

　分傾きた る時同舷側に 厂ラ イ タ ー」を結び付け之に注水 して 沈下 せ しめ、其重量の 助けに よりて 囘

　轉．運動を生 じ引起しをする。

　工 事施行要領

　第，1段は殆んど露鑑 と同様で只異る處は曝破 口修理 を淨揚前になすこ と で ．之は内側よ り「・ ：ツ チ」

を當て 「ヱ ・一ア タ イ ト」に する。

　第 2 段は露 鑑と大に異る。

　（1）逆さの 匿淨揚 せ ば潜水 工 の 手に て 「マ ス F」煙突其他長大なる邪魔物を短 く切 り取 る、司令塔

及「シ ＝ Z・尸？
・：一ス ト ラ ク チ n 一ア」は露艦 D 如 く簡單に切 り取 り難 きを以て取 り除 き得ぺ き部分丈取 り

外 し本體は共儖とする ．故に入渠は出來難き吃水 と爲る。

　（2）上 甲板 「ハ ツ チ」及砲塔脱落の 跡穴等は潜水工 の 手に て 蓋 をな し水防する．要する に本襤は上

甲板 を 「ボ ツ トム 」 として 淨ぴ得 る如 く水 中作業に て 施工 する 。

　（3）外側全部水防し絡 らば 「ヱ ーア タイ トロ ツ カ ー」付き圓筒を利用 し艦内に入 り， 内部よ り水防

の 工 合を見たる後艦底を開き外氣 を通する 。

　（4丿此 に於て 艦内に作業員を入 れ引起 しに必 要なる 準備工 事即 ち片舷注水に 用ふ べ き 區劃を水防

し．注排水設 備及支柱 等を施 し各室を整理し重量物を取 り去 る。

　（δ）以上準備出來上 らば 12 尋り 海上 に曳行き之 を繋留する。

　（6）此 に於 て 引起 作業を行ふ即 ち艦底諸孔 を密閉 し注水装置に よ り左舷各區劃に 充水 す る と きは、

第七鬪の 如 く艦は全體と して 沈み つ N 充水舷を水中に突込み て 數十度起 き上 る 。

　（7）此時別に 「ラ イ タ ー」數隻に璽量物 を滿載 したる もの を用意 し置 き 、 此 「ラ イ タ ー」 と右舷艦

底 とを適當な る長 さの 綱線 を以 て 長 さに餘裕を有たし て 繋 ぎ置 き∫ ラ イ ター」の船底に 裝置せ る 海水

舜を開き、「ラ イ タ ー」 を沈め ． 其沈沒重量によ りて 艦に囘轉運動を起さ しめ、引起 しを行ふ ときは艦

體傾斜約 80 度位に復 し甲板が天 を見る に至 りて 、 鰯 きに充水 した る癌劃を排水 し、要 すれば更に「ラ

イ タ・一」の 綱 を締 め付けて 徐 々 に 正 位に復 し靜 に 「セ ツ F」せ しむる 。

　引起 しに利用せ る 沈沒 「ラ イ タ ー」 は事後壓搾室氣に て 俘揚せ しむる 。

　（8）本艦逆 さに浮 び最 も整理 を爲 した る時の 排水量 19，415噸．引起しに要する水量 艮 「ラ t タ ・・」

重 量　9，
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… 講

“
聾

　　　　　　　　　　　　　（三 ） 伊　太

全長 575 吠 9．6 呵
’
　　 最大幅 91 呎 9・¢ 吋

排水 量 22
，
340噸　　　喫水（2F 均t／27 呎 6 吋

主砲 ／2 吋砲 2 聯 2 個 、3 聯 3 個 （第八 圜 ）

り手 戰 艦

深（上申板 より「キ ール ニ迄）42 呎 91吐

速力　不明

　 1916 年 8 月伊太刹某ffts「ドツ ク」を距る こ と 1｝哩 の處にて後部火蘗庫爆發し 「ス タ ーン 」に

2 ケ の 大孔出來數分聞に して逆に泥中に沈沒 した、其｝伏態略雛九鬪に 示す通で ある
。 潮の 干滿氣候等

不詳。

　 引揚計盡の大要

　 第 1 段　艦内に壓搾室氣を注入 して排水を爲し巓覆の儘浮揚せ しむる。

　 第 2 段 浮揚 した る艦を逆さの 誼薪造 す べ き浮船渠に曳入 れ ． 引起 しに要す る 工 事を施し獣來 の 上

　 は之 を外海に曳出し片舷及 「ダブル ポ ツ F ム 」「ト レ ブル ボ ツ トム 」等に注水 して 引起 しをする。

　 此言橿耋は ユ9／6 年終 りに着手 し 1917年春 よ リ工 事 に 着手 した そうです。

　 二L事の經過

　初めは露戰艦の 剖叢に羯げたる 「ヱ ーア タ イ ト ロ ツ ヵ
一

」付き圓筒を利用して壓搾塞氣を逡りつ S

艦内に 入 氏 12 吋彈丸を引揚げ艦底よ り 21 呎の深 さ迄排水 し 、 順次結果良好なるを見て 大 々 的に「m

一ア コ ン プ レ ツ サ ー」を準備し艦内整理 に着手し．主 として 12 吋弾丸 及石 炭を引揚 げ叉多少艦内 を片

付けた る様に想像せ られます 。
1917 年 li 月 5 日 「バ ウ」少しく揚り潜水工 は 「ハ ツ チ」入 ロ よ り

艦内に入込 み作業 をした 、 多分主 と して 重量物取去 b方なる べ く．其外 「ス タ ーン 」力慚 に て は 2個

の 燦破 口 を利用し潜水 工 を入れて 必要なる作業をしたそうです．五ヒ際長時日に渉る も共作業の 主なる

もの は重量物取 り去 り方及び邪魔物除去 、 水防工 事等で ある らい n
。

　 1917年絡 りに至 り歐洲大戰の影響を蒙り淨船渠を栽造すべ き材料を得るこ と不 可能 とな り、本艦は

濘揚後 「ド ラ イ ド ツ ク 」 に入る 」 こ と L爲 りました 、 然る に「ド ラ イ ドツ ク」の 最大なるもの も深 37

呎で 12 吋砲塔全部及び前部第 2砲塔の基根部．司令塔箏 を取去る必要起 り．壓搾筌氣を以 て排水 を

爲 し艦内に入を入れて 此等 の 作業 を決行し、1918 年一杯此 工事の 爲め に忙殺され ました．共闇後部 り

爆破 ロ水防工 事を爲し．此等の 作業は 1918 年の絡 りに完成 しましたが皆壓搾塞氣の 中にて 作業しま

した．共後順次壓搾室氣 を注入し艦内何れの 處へ も人間の行き得ざ る處な きに至 り、「フ オ ール デ ツ

キ」の 大部分を水防し，又砲塔を檢査せ しに嚮き に極力切落しに從事せ し砲塔は切取 るまで もな く既

に自然脆落し居 る を發見 した そ うで す．叉 2 ケ の 「フ ア ン ネル 」は 「ス パ ーデ ツ キ」内迄壓搾室氣を

壓 し下げ此 中にて 切り取つ たそうで す。

　以上の 工事中第 2砲塔基根部り切 り取 り方は最も困難を極め、最後迄此 工事を績け1蓼に「ス ターン 」

を浮揚
一
亡 しめ共闇に入 りて 之を途行 したそ うで す。

　斯 くて 淨揚の準備は進行 し、1919 年 9 月 17 日淨揚作業に放功 した．本艦淨揚の 時は露艦の 如 く
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沈 沒 職艦 の 引揚作業に 就て　編 捧　順 平 ⊥ 1

「ラ イ タ」 」をJl］ゐ す 8個の 「シ リ ン ダー」 を付着し淨揚 を助けた、淨揚後直 ちに逆 さ の岱軍港大 「ド

ッ ク」 に入渠せ しめた。

　渠中に於て は 軍量物取 り去 り方．必要なる區劃 D 水 防工 事．上 甲板及外側水 防及び 「バ ラ ス ト」積

込 み 、砲塔室所 に 「コ ル ク」填 充方等凡 て 引起 しを行ふ に必 要 なる 工 事を施
’
行 した 。 （第十鬪）

　1920 年 1 月 22 日出渠、直ちに約 70呎の 深さを有する海上 に繋辭し、24 日午前 4 時 よ り引起作

業 を行ひ ， 先 づ中央區に注水 を始めた．午前 11 時 「ダ ブル ボ ツ トム 」「トレ ブ ル ボ ツ トム 」滿水 して

傾斜 33 度となる、11 時 30 分舷側に設 けた數 多の 「バ ル ブ」 を開きて 「ウィ ン グ ス 」及び「バ ン カ

ー」以下に海水 を導 き自然注水 を行つ た ところ ． 次第に艦は起き揚 り 11 時 50 分 46 度に傾き忽然

と して 轉位した 、 共餘勢は反對側に動揺し漸次 に靜ま り約 24 度に傾 きて 止 まる （即 ち注水 した る側

に傾 く）。 此際實際に要ぜ し浸水量は約 9，000噸 で あつ たそ うで す 。 （纂十儼）

　　　　　　　　　　　　　　 三≡ 艦 の 比 較 及 批 評

　（1）3 艦 些に逆 に沈沒 した。

　（2）逆 に沈浸す る ときは 3艦共主砲塔は睨落する，露艦は無抵抗に脱落し得 る様爲 り居 り、日艦 は

砲塔の 「ジ ヤ ン ピ ン グ」 を防 ぐ樣 にな り居 りて 其強 さは丁度砲塔の重 量に相等し く之 は無論 「ブ レ ー

キ ン グ ス F レ ン グ ス 」の 事で ある。 故に逆 と爲 り泥中に植ゑ込 まれ居 る ときは本艦共 7）盤 淨上 れ ば砲

塔 は蛻落する 、 伊太利戰艦 z）場合 は詳細を知 らぬけれ ども訓盡 D 初 めは脆落せ ざ る こ と と考 へ し樣子

に て 水 中に て 之を切 り取 る筈な りしに ．未 だ淨 上 らざる とき之 を檢査 せ しに實際は甑 に自然晩落 をし

て 居たそ うで あ る 。

　（3）爆破 卩 の 所在に よ りて 計盡 を異に する 、 露艦は上 甲板を爆破せ られ 日艦は舷側 を爆破せ られ伊

艦 は艦底を爆破せ らる 、 而 して 3艦共爆破 Z）勢力或
一
方に 向ふ と きは他の 方面には差した る餘勢を及

ぼ さ L’る樣で ある 。 故に爆破 の 損所 は各 ≧上記の 一方面の み と見倣 し得 る 。

　露艦の 如 く艦底及 び外側に は損傷なく上 甲板 の み大破壌を被 る場合には．破壊箇處は淨揚後に あら

ざれ ば水防工 事を施 し難い 、もし之を水 中工 事となす場合 には爆破の 爲め凹凸起伏せ る廣汎 なる甲板

面 を大艦體が下方 よ り仰で 工 享を爲す こ と S な 肌 潜水 工 事は大困難で 必す長時 日 を費すに 至 る だろ

う ． 故に事情が 許せ ぱ共儘入渠して 此工 事 を爲 すを得策とする、幸に本艦は司令塔及 「シ ユ ーパ ース

ト ラ クチ ユ ・P 一ア 」單純に して 之 を取外し入渠し得る様準備する こ と容易で あつ たか ら意を決 して 逆0

儘入渠する こ とに計畫を定めた次第で ある 。

　H 艦は如 何 と云 ふ に大破 口 は舷側 に あ り．之は 淨揚 するた めには第
一・着 に修理 する必要 に遉 られ且

叉水 中工 事 も容易で ある 。 故に一旦濘揚 せ しめ艦膿は 「ラ イ ター」及盤木に て 下降を防ぎつ Σ潜水工

をして 上 甲板の 各入 ロ及砲塔脆落跡の 穴 を塞 ぎ水防せ しむれば、此等の 穴は皆一定の 形 を有 し且爆破

口 の 如 く凹凸起伏なきを以 て 潜水工 事は容易で ある、故に 本艦 は入渠するの 必 要 を感ぜ なV丶 殊 に本

艦の 司令塔及 「シ L・・一パ ース トラ クチ ユ ーア 」は堅固複雜に して水 中にて 切 り取 り難 く入渠吃水 と爲
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　す こ とが出來ぬ 、張 て 之を切 らん とすれ ば莫大 の 日 子 を要す べ きに より「マ ス ト」烟突等長大 なる もの

　を取 除 くに止め入渠 を爲 さす して 引
’
起 し準備を爲す こ とに方針 を定 めた の で ある。

　　伊艦 は如何 と云ふ に 、 破 口 は艦底に あ り司 令塔及 「シ ユ ーパ ース ト ラ ク チ a ・一一ア 」 は複雜堅固で 、
．
而 も前部第 2砲 塔基根部は

一段高 く位鬱 し居る（第八 圖）。 之 を水 中工 事に て 切 らん とするは難事中の

難事に して 現 に伊國が之 を切 り取 るに 1 年餘を費せ しにて も知 る ことが 出來る 、 故に伊艦は 日艦 と同

檬入渠する の 必要 な く叉 入渠準備を爲すは甚だ難事で あつ た の で ある 。 然る に之を強 て 露艦同様入渠

せ しめん とせ し爲め逾 に 3 年餘の長日子 を要するに至 つ たの で あろう。

　　（4）引起 しの 方法

　 露 艦は盤 木 と 「ラ イ ター」の 方法に よ りて 艦を正 位に復せ しむる計畫とした。

　　日艦は深海に曳出し片舷注水 と 「ラ イ ター
」重量を利用 して 引起す方針を取つ た。

　 伊艦は殆 ん ど臼艦と同 一
方法なれ ど も 「ラ イ ター」 を用ゐ す專 ら片舷注水の み を以 て 引起 しの 目的

を達した 。

　 上 記の 如 く日艦伊艦は大體に於 て片舷注水の 方法 を取 りしに露艦は何故に海中盤木等煩は しき方法

を撰 み しや と云ふ に、當時露國軍港の前面に は土耳其の 潜水艦が獨逸士官指揮の 下 に出沒行動し居 り

て 港外に 曳出 し引起 し作業 を行ふ こ とが 識來す港内に於て する必要があつ た 、 而 して 軍港内の 深 さは

最深 50 呎 を越えす．然るに片舷注水法に ょ り本艦 を引起 さん とするときは安全の 爲め少 くとも海深

70呎 の 地點 を要 する、今此 深 さを保ち相當の廣 さを有 するや う軍港内を掘 らん とす る も共浚渫坪數多

大 に上 り．到 底露國の 貧溺 なる 「ドレ ヅヂヤ ー」に て は 1 年以上 を費さ Ψ れぱ目的 を達す る こ とが出

來ぬ ・ 故に盤木の 方法 を蟶 みたる次第で ある。 盤木なれば此適用簡所 の みを 70 呎迄掘る もの なるを

以 て 其軍港に て 得 らるべ き貧弱な 「サ ク シ ヨ ン ド レ ツ ヂヤ ー
」2 隻及潜水工 の 手 を以て 淨揚及び入渠

作業 をなす爲に （大凡 6 ケ 月の 豫定で あつ た），掘る こ とが 禺來る、艦の 廻轉 す る最深箇處 も 70 呎 の

深 さを要すれ ども之は艦り 最大幅の 附近僅少の 地積なる を以 て 浚渫坪數左程大 とはな らなV ・
。

　艦 を盤木上 に置きて 正 位に復 する迄 は艦内に注水する量 は只艦 を其要する深 さ迄沈めて 動か ざる程

度 の 重量を掛ければ可なるを以 て 其處置 困難で な く、 且 つ 轉 々 する間に も艦體に 「シ ヨ ツ ク」 を及ぼ

さす軟泥 の上 に柔か く轉囘するの 利釜が ある。 深海 に於 て 片舷注水 引起 し法を用ゆる ときは忽然 とし

て 正 位に復 すそ際大なる 「シ ヨ ツ クj を起 し艦の 前部爆破 箇處を損する患が ある。 「ク リ ロ フ 」氏の 計

算 に よれ繭 繖 躑 の 「ス ト ・ ガ ス 」は 25 ％ に減 眠 る との こ とで
．
・a−tenmaに 「・ ・ ツ ク」を

與 へ ま じとす る こ と も盤 木引起 し法を撰み た る 1 つ の 理 由で ある。

　日艦 及伊艦 には露艦の 如 き事惰 なく任意の 深 さを有する海上 にて轉囘せ しめ得 るを以て 片舷注水法

を主 として 用 ゐ得 たの で ある
。 但し伊艦は縄對的 に 片舷注水法 を用ゐたる に反 し．日艦は後段に於 て

1 ラ イ ター」D 沈浸重量 を利 用せ ざる ぺ か らざる理 由如何 と云ふ に．伊艦に は 「ダプル ポ ツ トム 」の 外

に 「ト レ ブル ボ ツ 1’ム 」 あり且 つ 「ボ イ ラ ール ーム 」が縦方向に 3列 に區劃せ られ 在 b しを以て 同量
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の 水 を以 て 多大の 囘轉 「モ ーメ ン ト」 を得 られた る譯で 、 日艦は如何に 苦心 する も片舷注水の み に て

は引起 しの 「モ ーメ ン 1・i を得 る こ と出來す 、 止 を得す 「ラ イ ター」の沈沒重量を利用せん と計畫 し

k ので ある。 第七岡及第十圖を參照せ られた い 。

　（5）「ス ク ビ リチ ー」増加及び 淨力補助 の 爲め使 用する 「ラ イ ター」 と 「シ リ ン ダー」 との 利害。

　日艦及露艦 は淨揚の 際舷側 に附着する に 「ラ イ ター」 を用ゐん とし伊艦 は大なる 「シ リ ン ダー」を

用ゐた。

　「シ リン ダー」は水壓力を受 くる方面か ら云 へ ば有 らゆ る方面に對 して 強けれ ど も 「ラ イ ター」は船

腹の み強 く甲板は弱 い 故に 内部に支柱等を要する．又 「ワ イヤー」にて 舷側に結着するには 「シ リン

ダー」の 方都合良い
、 然れ ど も此 等は鎮末の 事柄にして 「ラ イ ター」に は他 に大 なる利盆あ り即 「ラ

イ タ冖」は到 る處に て 得 られ新造 する必要が な い ．海上に て 取扱ふに便利で 且叉主目的た る 「ス タ ピ

9チ ・一」に關して は甲板 を 1 呎内外永面上 に出しあれば非常に有利の もの なるに反 し．「シ リン ダー」

・は此點 に於 て 非常に缺點を有 す る、されば何處 にて も得 らる べ き 「ラ イ ター」 と云ふ便利なる もの あ

るに何を苦んで新たに 「シ リ ン ダー」の 如 きを造 る の 必要があろうか 、畢竟舷側に附着する此種の も

の L 主 目的 を「ス タビ リ チ ー」D 爲 め と思ふ心淺 く．專 ら泥中よ り艦 を引拔 く爲め の 淨力補助 と云 ふ こ

とを主 に して 考へ た る誤想に 基 くもの と思はれます、蓋 し斯る大艦 を引揚 るに泥の 吸收力等を餘 りに

重 く考ふ る こ とは 不要の 事で 共れ よ りは艦内を整理 して「ウ オ 尸 タ 冖 ボ ケ ツ ト」を少 くする樣努力する

を勝れ りと思ひ ま す ． 泥 中の 艦體は浮揚る前 「ト リ ム 」の 差 にて前後に動 き又 は左右に動播し泥の 吸

着力等は云 ふ に足 らざ る歌態とな り然る後徐 lt に淨揚る を常とす る ． もし要 すれば特に計晝 して 艦首

尾 の 7 方 を先 に地 を離れ しむ る ことが 出來る、伊艦の 「シ リ ン ダー」を撰 みしは此點 を考慮せ ナ專 ら

外 部よ り浮力を與へ ん こ とに腐心 し 「ス タビ リチ ー」を與 ふ ると云ふ こ とに重きを置か ざ りし結果な

らん と推せ られ る 。

　（6）伊艦 は 日艦 と同樣 逼い て 困難を冒 して 入渠ぜ しめす と も可なる べ か りしを 、 自然 に腕落すべ き

圭砲塔．前部第2砲塔基根部．司令塔等 を水 中に於て切斷した．而 も之 を切り去る要あらば此等は其

讎に して 先 づ淨揚 せ しめ艦體全部海底を離れた後、漸次艦内を整理 し室氣を艦 内に行 き渡 らしめ泥土

を流 し去 りて 艦底 を水面 上出 來得 る丈 け高 く淨上 ら しめ．然 る後上 甲板 に盤木 を適用 して 後之等 を潜

水工 の手に て切 り去 らしめなぱ爆薬等も使用出來且つ 潜水工 の行動樂に な りて 彼の如 き長 日月を費す

こ となか つ たろうに．泥 土 の 中に沒 しある もの を壓搾室氣を途 りて 切 り取 る如 きは尤も不得策の方法

な りと評 す る こ とが出來 る 、淌叉 假 りに入渠を要 す る と して も第八圖 を具 さに檢する ときは明 なる が

如 く第 2 砲塔基根部は切 り取 らざる も其岱入渠せ しめ得ざ りしか ．即 ち圖中に於て は同基根部 の頂點

と 「ロ　・一ドウ オ ーターラ イ ン 」との 距離は 35 呎 11 吋即 ち約 36 呎で 、露繿及日艦の 計算よ り推斷

す るに伊艦 も逆 に淨上 り充分輕 くな りた る上 は殆ん ど 「ロ ー ドウ オ ーターラィ ン 」 を逆 D 儘の 吃水線

とする こ と s な るが故に ．入渠吃水 は司 賢塔及砲塔等共他比 較的容易に取 り去 り得べ きもの を取 り除
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けば集 2砲塔基根部は取 除か すと も共岱入渠し得た るに あらざるか．即 ち船渠の 許す吃水は 37 呎に

して 1 呎 の 鹸裕あ り縦令吃水 に多 少の 増加 あ りと も 「ト リム 」 を大な らしめ て 入渠せ しめ得 しこ と N

確信す る 。

　 （10）伊艦はJ［一舷注水を爲 すに 「ウイ ン グス 」及下部 「バ ン カ ー」に對 して は 「パ ル プ」を特設 して

或時機に之 を開き自然注水 を爲さ しめ、正 に起上 らん とすろ 闇際に は艦上 に作業員を殘すの 要なき様

謝書せ しは簡便なる方法にして 敬服の 外な い ． 日艦 も同
一

目的の 爲めに囘轉繍助用 「ラ イ ター」に「バ

ル ブ」 を設 け或時機 に 之 を開き、起 上 りの 間際には人員を艦の附近 に殘すの 必要なか らしめた．蓋 し

伊艦 と同巧異曲なる も伊艦の 方が簡便で ある、之は 「トレ ブ ル ボ ツ トム 」等の 有 りし爲 め片舷注水の

み に て 引起す丈の 力を得た御蔭だ と思はれ る。

　 （11） 日艦 ．露艦は注水旺劃の隣に は支柱 を施す こ ととせ しも伊艦は其代 りに隣室へ 壓搾室氣を充た

し、初め壓力 を隣室最高水鷹 力7） 21；o とし注水終る頃 5！10 とせ しは歴搾室氣支柱 と も稱すべ く「グ

ードア イデ イ ーア 」な りと云 ふ べ きで あ る。

　 要 する に伊國は理論に於 て 發達 し居 る も潜水 作業及引揚作業の 眞髓 を知 らす爲め に此作業 に長 日 月

を費せ しは遺憾なる と共に同情に堪 へ ない ．只伊國が單に斯道研究の 爲め と云ふ 目的D 爲めに決斷 し

て 此世界未曾有の大作業を開始し萬難を排して 途 に成功7）榮を嬉ひ し勇氣に對 して は特に賞讃竝 に感

謝の 意 を表する もの で あ る。

　 絡 り に臨ん で 一言 します、艦船引揚作業は世人の 多 くが 想鱇する如 く冒險 一方の 荒 くれ作業 に て 萬

一をの み僥倖 する と云 ふ性質の もの で はな く．秩序正 し く理論を經 とし實験を緯として 堂 々 た る計電

を立 て 事前に於 て 成功 り確信を抱 き事に當れば豫定 の 成果 を牧 む る こ と難きもの で はない ．近年我海

軍 に於 て は風潮D 險 ．氣候の變 、 海 中作業の 困難等其邁遇する實驗に基き之に系統的理諮めを加味し

て 眞の 實用的引揚計畫iを立案す る こ とに努力 しつ 」 ある。 吾入 は信する ．船艦引揚作業に就て は歐米

諸國の 糟粕 を甞むる を要せ す日本狸特の技能 を發揮して 一個の獨立せ る艦船引揚術なる學科を創立 し

有 らゆる方面に 之 を利 FSして 國利 D 増進に資する は 決 して 室望にあ らざる事を。

一 ・・誠に粗未な講演

で あ りました。 御詑致 ます。 （絡）
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討 論

O 會長（山本開藏君）　 唯今の 御講演に對 して 御質問叉は御意見を有せ らるる御方は御蓮を願ひ ま

す。

O 鹽田泰 介暑　どなた もご ざい ませ ん ければ私が
一つ ．私 が伺ひ たい の は 日本の 軍艦の 場合・軍港か

何かか ら 60 浬ぼか りある所，共處は外海で もあ りませ ぬ が．或は灣にして も稍 圭廣い所
’
ぢや ない か

と思ひ ますが．工 事の 爲めに 「ドツ ク」の ある軍港へ 曳航する事が困難で あると云 ふ こ とで すが ．ひ

つ くり返 つ て しまつ て ∫ボ ツ トム 」が上 になつ て 居る場合に．そ こ に立派な「プ ラ ツ ト フ オ ー厶 」が 出

來るの だか ら、 そこ の 上 に相當の 「エ ーヤ 、コ ム プ レ ツ サ ー」を置い て引張つ て 行 くと云ふ の は ・ 太洋

の 中な らば どうか知 りませ ぬ が 、そん なに 危險は無い か知らん と思ふ の で あ りますが ．今伺つ たの は

そ こ まで 行か ぬや うに伺 つ た の で あ りますが 、危險 と云 ふ や うに御考へ に な るか どうか と云 ふ こ とを

伺ひたV丶 それか らもう一つ は起 すの に どの 場合に も困難の や うで ある 。 水 を入れ る良 い 「ス ペ ース 」

が あ つ て 水 を入れて や る と云 ふ こ とは出來る だけや るべ き こ とで あ る。 共次に や る と云 ふ こ とは 「ヲ

イ ター」を一方の 方に取附 けて 水 を入れ て 起 すと云ふ や うな こ と．それ も宜 しい が、船 D 「サ イ ド」

と云 ふ もの はさ う長 くない もの で ある か ら、「ラ イ タ ー」を餘 り都合好 く數多 く繋げない か も知れ ない 、

さ う云 ふ場合に は私の 考 へ で は 「オ レ ゴ ン ．パ イ ン 」の や うな大きV ・材木 、 それ自身には何程の 「ス

ト レ ン グ ス 」 も無い が 、之 に逆 さに上 の 方に 「トラ ツ x 」を付 ける、「トラ ツ ス 」 を 1 箇所若 くは 2 箇

所取附け材木 の 兩端 に通 じて 結び着 けた る 「タイ」 を有 する大 きな 「レ バ 冖」 を拵 へ て
、 其先 に 「ロ

ード」を加 へ る と ／0 倍に近 い 力を得る こ とは餘 り困難 ぢや な い だ らうと思ふ ．さ う云 ふ 御考へ をせ

られた こ とが あるの で あ りますか ど うか ．ち よつ と伺つ て 見たい 。

O 旙 井順 平君 　唯今の 御答を中上 げますが．60 浬 の 所を「コ ム プ レ ツ ス ド．エ ーヤ 」を入 れ て曳い て

行 くこ とは困難で あ る ・…・斯 う云 ふ こ とは私 は認め ませ ぬ ．之は良 くや れば出來る と信 じて 居 ります ．

之は御読の 通 り肥來ますが 、唯 それだ けが 「ド ツ ク」へ 入れ る理由で は あ りませ ぬ 、「ドツ ク」 へ 入れ

な くて も簡單に 出來る と云ふ ……上 甲板 を水防するの に非常に容易 く出來る と云 ふ他の 理 由もあるの

で あ ります。 それか ら「ド ツ ク」へ 入れ る用意の 爲め「ス ーパ ー、ス ト ラ ク チ ユ ア 」を水 中で 切 り取 る．

此 仕事が非常に困難で ある 。 共上 に 60 浬 も曳い て 行 くの は邏 用家の 方は餘 り好 い 氣持 が しませ
’
ぬ ・

それで 極 く輕い 意味で一つ の故障 とした だけで あ ります。 重い 意味に於て の 故障で はあ りませ ぬ 。 そ

れか ら 「レ バ ー」 を付けて おや りにな る 、之 も甚だ面白い 案で あ らうと考 へ て 居 ります 。 併 しそれ に

は外の 理 由が あ りまして ．「ウ エ ー F 」 を……「レ バ ー」と云 ふ こ とで は あ りませ ぬが 、「ウ エ ート」 を取

付けるに は少 しづ S や れば何度 も何度 も澤山の 「ウ エ ー ト」を「ク レ ーン 」で 付 けな くちや な らぬ、 重い

もの を一
遍で 持つ て 行 く時 に大 きな「ク レ

ーン 」をわざわざ喚 び寄せ て ，60 浬 も遠い所 へ 「ク レ ーン 」

を持 つ て 行 く……無論 「ク レ ーン 」 は持 つ て 參 りますが 、「ク VH ン 」の 仕事は非常に多 い だ らう．斯
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う云ふ こ とを考へ まして ．「ク レ ーン 」を使 はない で やれる 仕事には 「ラ イ ター」が宜か らう……

O 鹽田泰介暑　ちよつ と・…・「レ バ ー」の 先に付けるもの も 「ラ イター」で宜 か らうと思ふ
・・・…

O 鞨井順卒君　それは大變面白い仕事だ らうと思つ て居 ります、「レ バ
辱一」を利用して 厂ラ イター」

の カを助ける と云 ふ こ とは面 白い だ らうと思っ て 居 ります。

○卆賀譲君　仕舞に御話になつ たこ とを私が聽頃なつ たの か も知れませ ぬが 、日本の や り方は山仕

事が多い
・…・

そ こで 御話になりました幅井君御自身の御計
’
畫と云ふ もの は徹頭徹尾……何と申します

か す つ か り豫定 の 計書で 、 計算すべ きもの はすつ か り計算し殊 に復元力 と云ふや うなこ とに重 きを置

か れて ．極 く秩序正 しくお や りに なつ た様 に拜聽致 します．さうして 見ますれば．そこ に幅井君 の や

うな多年の 御經驗を以 て おや りになつ た、共 おや りに なつ て居 る こ とは ちつ とも山仕事などと云 ふ こ

とはな い の で 我 國で も大 分そう云 ふ樣になっ て ゐ る の では な いかと考へ て居 ります 。 少し誤解 して 居

る か も知れませ ぬが ．念 z）爲 に御尋い た しますQ

O 輻井順李碧　御趣意は どう云ふ こ とで すか 。

○卒賀讓君　私の 申したの は．誌 り御話に なるや り方は非常に秩序的に御考へ になりまして 殊に復

元力の や うなもの に重きを置かれて 、 所謂山と云 ふ や うな仕事はない の で はない か と考 へ る の で あ り

ます、と こ ろ で 日本の 辻事には山仕事が 多い と云 ふ や うな風 に御話になつ たや うですか ら……

O 爾井順卒君 あ あ、さ うで すか
・一 ・

O 卒賀讓書　それで
、 さ うではなくして 、簧際近頃や られ て 居る仕事は．殊に碯井君の や うな澤山

の 御 脛驗 を持 つ て お い で の御方 は始終山 と云ふ意味 で な くして
、 理論を實際に應 用すると云 ふ や うに

お や りに なつ て 居る もの だ らうと私共は考 へ て居 ります。 そ こ に少し誤解が ありは しなV ・か と思ひ ま

すか ら
…・・

O 輻井鮃 君 私の 申 したの は斯う云 ふ劃 ミで あ畩 す．世 D ・iiで 考 へ て 居るの は 「サ ル ペ 尸ジ」

は 山仕事で あ る、斯 う云 ふや うに 匪の 中 の 考へ て 居る の は
…・・事實は そうでない として も 「サ ル ベ ー

ジ」は山と云ふや うに世の 中の 人は考へ て居 る．が 、理詰で ．理論通 りや つ て ・それへ 持つ て 行つ て

瀏 目の 力と 、
それから色 々 な正確を備へ た方法で 以て や れば、世の 中の 人が考 へ て 居 るや うに あぶ な

い 仕事ぢや ない ．確實な仕事で ．さ うして 經費も安 くln來る 、此計盡は唯計畫 い たしただ けで 、實行

しません で したか ら、それで豫算は隨分澤山取つ て居 ります。 實際や つ たらばどの 位で行くか と云 ふ

な らば非常に金 D 餘る積 りで計畫 したが安 く出來ます、「サ ル ベ ージ」はさう金が無暗 に餘計掛かると

云 ふ の は理論 を餘所に して ．唯行當 りばつ た りの や うな仕事 をする と何遍 もや り直しをした りして 金

が餘計かかる．如何なる難工事 と思螺 も施す に方法 を以て すれば 「チ ープ」に陥 來餘地 が ある ・

斯う云ふ ことを申し尢の で あります。

O 平賀譲君 誠に1胴 意の 肱 い 御答で あ ります ・

○臈井順卒君　琵 は理論で や ると云 ふ こ とは平 賀少將閣下から鐓は つ たの で ありますc 八重山引揚
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の 時に ． 理論で 行 くよ り外仕方が無 い と云ふ こ と を教は つ て ．それか ら總て其 「セ オ リー」 で行 くや

うにな りました 。

0 卒賀讓暑　私が もう…
言附加へ たい の は ．こ こ の 正 員で 、今は餘 り御｝U掛けにな りませ ぬ けれ ど

も．小幡博士 が さ う云 ふ こ とに就 きま して は非常に我 々 の 先覺者で あつ た と云 ふ こ と を
一一

言申上 げて

置きます ． 之 は幅井君 あた り も御賛成だ らうと思ひ ます。

○ 幅井順準暑 　無諭同意で あ ります。

○岩野直英暑 　三躑 ）船を比較 して御説明 にな りま した 中で 、露西亞 の船 D 言橿 諸 は市高井君 で あ り

ます。 日本の 船の 計書 者も幅井君て あります。 伊太利 の 般が引揚 を實行 された．其計
’
畫 は主 と して 露

酉亞 の 計畫 に基 V ・た と云ふ こ とで あれば伊太利の 船の 威功 は全 く輻井君の 計畫 が域就された もの で あ

ります。 唯今の 御講演は餘程注意なさつ て 謙邂の 態度で あ つ た ， 伊太利の 船の 威功即 ち困難の ある に

拘 らす よ く甌行をした と云 ふ 事實を以 て 伊太利の 功績を御褒めにな りまして 能 く分 りましたが ． 私は

輻井君が 今述べ られた多 くの 派意事項に就て も非常に 骨を折 られた こ とを仔細に能 く承知 して 居 る も

の で あ り ま す
。 折角稲 井君 が現場 に Hl張 して 愼重 に計畫 されたの で あ る か ら．私は當時海軍省に て 同

僚の 情と して 實に實行 させ たかつ た ．然るに或 る事埼の 爲めに露西亜 で も實行せ す、目本で も實行せ

す．こ の 立泯な副畫 が後日伊太利で 實行されて 此 通り成功した 。 輻井君の 計鍵の 正 しか りし事が證明

されたの を責めて もの 慰安と思ひ ます。 私は此の 講演を聽 い て 感攬無量で ある 。 又爾井さんの 御心 中

を察して滿腔の 同情を表 します ．倉員諸君 よ．幅井君が 他人 の 仕事 を寄 せ集め て 報告した の で はな く

全 く御 自身の 仕事を報告した もの と して 此 の 講演の 價値 を御認め下 さる樣願 ぴた い の で あ ります。

O 會長（山本開藏君 ）　 徇ほどなたか 外に ご ざい ませ ぬか ・一 どなた も御葮言が ご ざv ・ませ ぬ けれ

ば ． 講演者に御禮を申し上 げたい と思ぴ ます。 幅 井君 は・…・唯今皆 さん の 御話 で 多少分 りま した で せ

うけれ ども．叉 中に は まだ御承知の なV・方 も ご ざい ませ うが ．幅井君は先程甼賀少將の 御話の あつ た

八 重山の 引揚と云 ふ
・…・明治 3to年頃 ．日露戰爭の 前か ら救難の事業に携は られ．日露戰爭に 於て は

皷順で大 分引揚 げられ ．又 日獨戰爭に は青島で大分引揚げ られ ．此 「サ ル ベ ージ」に於 て は多大の 經

驗を持 つ て 居 られ ．叉 獨特の 技倆を有せ られ て居 るの で あ ります 。 此方 が H露 伊 3 國 の ，同 じや うな

歌 態で沈浸した船の 引揚作業に付て LL較 されて 、其御感想或 は御批評を今 日 こ S で 御話下 すつ た ごと

は極 めて 我 々 に取 つ て 興味ある こ とで あ りまして 、誠に有難 く存する次 第で あ ります 。 諸君 と共に拍

手 し て 感謝の 意 を表 したVO と思 ひ ます 。 （一同拍手）
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